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────────────────────────────────── 

◎議長挨拶 

○議長（西原 浩君） おはようございます。 

令和６年第１回別海町議会臨時会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

挨拶に先立ち、まずは、本年１月１日に発生しました能登半島地震により、お亡くなり

になられました方々の、御冥福をお祈りいたしますとともに、被災されました皆様に、心

からお見舞いを申し上げます。 

被災地の安全と、一日も早い復旧・復興を、心よりお祈り申し上げます。 

さて、議員各位、町長はじめ町理事者、職員の皆様におかれましては、お健やかに希望

に満ちた新年を迎えられたことと、心からお喜びを申し上げます。 

年明け早々、何かと御多忙の中、本臨時会に御参集いただき、厚く御礼申し上げます。  

まずは、皆様すでに御承知のとおり、本町出身の小説家川﨑秋子さんが、日本で最も栄

誉ある文学賞、直木賞を受賞され、さらには、別海高等学校野球部が、今年３月に甲子園

球場で開催される春の選抜高校野球への出場を決めました。 

このことは、努力は裏切らないことを証明し、町民に勇気と希望を与えてくれました。 

この快挙に、心からお祝いを申し上げますとともに、今後の活躍に、大いに期待をする

ところです。 

さて、新たな年の幕が開かれましたが、地方の社会経済を取り巻く環境は、緊迫した国

際情勢や円安の影響に加え、少子高齢化の進展、労働力の不足など、依然として厳しい状

況にあり、本町においても、引き続き、取り組まなければならない課題が山積しておりま

す。 

このような中で新年を迎え、議会は町民の声を真摯に受け止め、安心して、心豊かに暮

らせる別海町の実現を目指していかなければなりません。 

そのためにも、我々議員は綱紀粛正を徹底し、本町の豊かな町政運営と、町勢の発展に

資するため、行政と十分に意思疎通を図りながら、建設的な議論を行い、地域振興施策の

推進に努めるとともに、議会基本条例でうたっている政策議会を目指し、より一層努力し

なければならないと、改めて思うところであります。 

どうぞ、本年も、一層の御指導と御協力を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たっ

ての御挨拶といたします。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

開会 午前１０時００分  

────────────────────────────────── 

◎開会宣言 

○議長（西原 浩君） 会議に入ります前に申し上げます。 

今会期中は、報道関係者の写真撮影とパソコンの使用を許可しておりますので、申し上

げておきます。 

庁舎内は、ナチュラル・ビズ・スタイル、年間を通した働きやすい服装が実施されてお

ります。 

議場内においてもネクタイを着用しないことを許可しておりますので、併せて申し上げ

ておきます。 

ただいまから令和６年第１回別海町議会臨時会を開会いたします。 

ただいま出席している議員は１６名であります。 
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定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（西原 浩君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により議長において指名いたします。 

９番小椋議員。 

○９番（小椋哲也君） はい。 

○議長（西原 浩君） １０番外山議員。 

○１０番（外山浩司君） はい。 

○議長（西原 浩君） １１番今西議員。 

○１１番（今西和雄君） はい。 

○議長（西原 浩君） 以上３名を指名いたします。 

────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西原 浩君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

お諮りします。 

本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は、本日１日と決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第３ 町長挨拶及び提出案件の概要説明 

○議長（西原 浩君） 日程第３ 町長から挨拶及び提出案件の概要について説明があり

ます。 

町長。 

○町長（曽根興三君） おはようございます。 

本日、令和６年第１回の町議会臨時会を招集させていただきました。 

議員の皆様方におかれましては、大変御多忙の中、全員の御出席を賜りまして、誠にあ

りがとうございます。 

まず、臨時会の開会に当たりまして、嬉しいニュースを、今、議長からも報告がありま

したけれども、二つほど申し上げます。 

一つ目は、本町出身の河﨑秋子さん、この方が第１７０回直木賞を受賞されたというこ

とでございます。 

現在は、文筆業を専念するために、十勝管内に住んでおられますけれども、別海町に住

んでいる頃から、三浦綾子賞を受賞等、数々の賞を受けており、河﨑さんを別海町の小説

家として身近な存在と感じてきた別海町民にとりまして、今回の受賞は本当に大きな喜び

であり、大変誇らしい出来事であったと考えております。 

河﨑さんは、一昨年も候補として選出されましたけれども、残念でした。 

今年こそはと期待をしていたところでございます。 

町としましては、表彰条例に基づきまして、表彰の授与、これについて、今、検討して
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おります。 

また、川崎さんには、今後とも益々の御活躍を期待しているところでございます。 

二つ目は、別海高校野球部の第９６回選抜高等学校野球大会出場決定でございます。 

野球部は、昨年の秋季北海道大会において、全道ベスト４に輝きまして、２１世紀枠の

北海道内区からの推薦校とされておりましたことは、皆さんも御存じのとおりと思いま

す。 

去る１月２６日、見事、２１世紀枠二つのうち一つに合格しまして、出場が決定をされ

ました。 

まずは、選手をはじめとしまして、関係者の皆様方に心よりお祝いを申し上げます。 

この快挙を受けて、町としましては、選手の皆さんが持てる力を遺憾なく発揮できるよ

うに、しっかりとした支援を開始しております。 

本日、承認第１号で説明します専決処分した補正予算につきましては、事前強化に対す

る支援を、また、議案第１号では実際の甲子園出場に係る補正予算を計上しておりまし

て、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

さて、本日の臨時議会提出案件は、議案が２件、承認が１件、報告が１件でございま

す。 

議案第１号令和５年度一般会計補正予算（第９号）は、先ほど申し上げました別海高等

学校野球部の甲子園大会出場に係る補助、また、子ども・子育てのソフト事業について、

利用者の方に安心してサービスを受けていただけるよう財源状況の見える化を図るため、

ふるさと応援基金から別海町子ども・子育て応援基金への積替え及び物価高騰対応重点支

援地方創成臨時交付金に係る各種事業の予算についての計上でございます。 

議案第２号は、別海町手数料条例の一部を改正する条例の制定について、これは、戸籍

法の一部改正を踏まえ、所要の改正を行うものでございます。 

承認第１号専決処分した事件の承認について（令和５年度別海町一般会計補正予算（第

８号））でございますけど、これは、別海高等学校野球部の甲子園大会出場を見据えた事

前強化に対する支援の実施及びふるさと応援寄付金について、予算額を超える寄附をいた

だきまして、これに対応する返礼品などの経費に不足が生じることなど起こりまして、い

ずれも緊急な補正予算の必要が生じました。 

本来であれば、議会を招集して議決を経る案件でありますが、特に緊急を要し、その時

間的余裕が無かったため、専決処分させていただいたことに承認を求めるものでございま

す。 

報告第１号は、専決処分の報告についてです。  

これは、町道改良舗装工事におきまして、工事内容の一部を変更する必要が生じまし

て、専決処分を行ったことから、その内容について報告をするものでございます。 

後ほど、担当課長から、それぞれの内容を説明し、報告させていただきますので、御審

議の上、御決定を賜りますようお願いを申し上げ、開会に当たりましての御挨拶と議案の

概要説明とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

────────────────────────────────── 

◎委員会付託省略の議決 

○議長（西原 浩君） ここでお諮りします。 
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本臨時会に提出されております議案第１号及び議案第２号の２件と承認第１号の併せて

３件については、会議規則第３９条第３項の規定に基づき、委員会の付託は省略したいと

思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号及び議案第２号の２件と承認第１号の併せて３件については、

委員会の付託は省略することに決定いたしました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第４ 承認第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第４ 承認第１号専決処分した事件の承認について（令和５

年度別海町一般会計補正予算（第８号））を議題といたします。  

内容について説明を求めます。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

承認第１号の内容説明をいたします。 

議案の８ページをお開きください。 

専決処分した事件の承認についてです。 

本専決処分につきましては、ふるさと納税において、１２月の駆け込み寄附により、予

算額を大きく超える状況となったこと。また、別海高校が春の甲子園の２１世紀枠候補校

に選出されたことに伴い、大会出場を見据えたチーム力の事前強化に対し、直ちに支援す

る必要が生じたため、１２月２９日付で予算の補正を行いましたので、地方自治法第１７

９条第１項の規定により、承認を求めるものです。 

専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第８号）について、地方自治法第１７９条第１項

の規定により、別冊のとおり専決処分する。 

令和５年１２月２９日。 

別海町長、曽根興三。 

内容につきましては、別冊にて、御説明いたします。 

承認第１号別冊、令和５年度別海町一般会計補正予算書（補正第８号）の 1 ページをお

開きください。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第８号）。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６億５００万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ３１３億８,３２０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表 歳入歳出予算補正で、補正額の欄で申し上げます。 
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初めに、歳入です。 

１８款寄附金、1 項で２６億円の増。 

１９款繰入金、１項で５,００万円の増。 

歳入合計で、２６億５００万円の追加です。 

次に、歳出です。 

２款総務費、１項で２６億５００万円の増。 

歳出合計で２６億５００万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額をそれぞれ３１３

億８,３２０万円とするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、１の総括は省略させていただき、２の歳

入から説明いたします。 

５ページをお開きください。 

２の歳入です。 

目の欄の補正額で説明いたします。 

１８款寄附金、１項２目ふるさと応援寄附金２６億円の増は、予想を超える寄附をいた

だいたことにより、３月補正までの間、必要となる見込額について増額するものです。 

なお、１２月末までの寄附額は、受付ベースで約１３１億７,０００万円となっていま

す。 

１９款繰入金、１項１０目ふるさと応援基金繰入金５００万円の増は、別海高校の春の

甲子園出場を見据えたチーム力の事前強化に対する補助金の財源とするため増額するもの

です。 

７ページをお開きください。 

次に、３の歳出です。 

こちらも目の欄の補正額で説明いたします。 

２款総務費、１項６目企画費、ふるさと応援制度推進事業２６億円の増は、寄附金の増

額見込みに伴う返礼品送付経費や基金への積立金などを計上するものです。 

続く、１７目諸費、別海高等学校教育支援事業、細事業名は甲子園大会関係補助事業で

５００万円の増は、春の甲子園出場を見据えたチーム力の事前強化として、強化練習に必

要な用具等の製作費や購入費などに対し補助するものです。 

なお、本補正に伴い、予算資料を併せて配付しておりますが、これまでの説明と内容が

重複いたしますので、説明は省略させていただきます。 

以上で、承認第１号の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 承認第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 これから討論に入ります。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） これで討論を終わります。 

これから採決いたします。 

本件は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第１号は、原案のとおり承認されました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第５ 議案第１号令和５年度別海町一般会計補正予算（第９

号）を議題といたします。  

内容について説明を求めます。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

議案第１号の内容説明をさせていただきます。 

別冊の令和５年度別海町一般会計補正予算書の１ページをお開きください。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第９号）。 

令和５年度別海町一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

第１条、歳入歳出予算の補正。 

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０億８,４７０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３３４億６,７９０万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

２ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正で補正額の欄で申し上げます。 

初めに、歳入です。 

１５款国庫支出金、２項で３,２７１万６,０００円の増 

１９款繰入金、１項で２０億５,１９８万４,０００円の増。 

歳入合計で２０億８,４７０万円の追加です。 

次に、歳出です。 

２款総務費、１項で２０億８,４７０万円の増。 

歳出合計で２０億８,４７０万円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を、それぞれ

３３４億６,７９０万円とするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書ですが、１の総括は省略させていただき、２の歳

入から説明いたします。 

５ページをお開きください。 

２の歳入です。 

目の欄の補正額で説明いたします。 

１５款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金３,２７１万６,０００円の増は、物価高

騰対応重点支援事業の実施にあたり、必要となる経費の財源として、地方創生臨時交付金

の充当を見込むものです。 

１９款繰入金、１項１０目ふるさと応援基金繰入金２０億５,１９８万４,０００円の増

は、子ども・子育て応援基金積立事業、別海高等学校教育支援事業甲子園大会関係補助事

業、物価高騰対応重点支援事業べつかい割補助事業の実施財源として、繰り入れるもので

す。 
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なお、今回のふるさと応援基金繰入金補正後の予算額２７億２,２２８万４,０００円を

繰り入れた場合の、令和５年度末の残高は、約６２億８,０００万円と見込んでいます。 

７ページをお開きください。 

次に、３の歳出についてですが、２款総務費、１項５目財産管理費子ども・子育て応援

基金積立事業２０億円の増。 

同じく、１７目諸費、別海高等学校教育支援事業４,５００万千円の増。 

同じく、１９目物価高騰対応重点支援事業費物価高騰対応重点支援事業３,９７０万円

の増。 

歳出３事業合計で、２０億８,４７０万円の増については、併せてお配りしている予算

資料で説明させていただきます。 

予算資料の４ページ、一般会計事業費調をお開きください。 

予算資料の１ページから３ページにつきましては、予算書と内容が重複しますので、説

明は省略させていただきます。 

予算資料４ページ、一般会計事業費調です。 

上段の括弧書きが今回の補正額、下段は、補正後の額となっていますが、上段の補正額

の欄で申し上げます。 

１段目、子ども・子育て応援基金積立事業２０億円の増は、子ども・子育てのソフト事

業について、利用者の方に安心してサービスを受けていただけるように財源状況の見える

化を図るため、ふるさと応援基金から子ども・子育て応援基金への積替えを行うものです。 

なお、本基金からの充当を予定する主な事業は、学校給食費の無償化に係る事業や子ど

も医療費助成事業で、概算額とはなりますが、それら事業を１０年間実施する財源として

積み立てるものとなります。 

続いて、別海高等学校教育支援事業甲子園大会関係補助事業４,５００万円の増は、春

の甲子園への出場が決まったことに伴い、本格的な強化費用と甲子園大会での選手団や全

校応援に係る旅費等の費用などに対する補助金を計上するものです。 

続いて、物価高騰対応重点支援事業は、２事業で３,９７０万円の増となります。 

一つ目の貨物自動車運送業支援事業１,５００万円の増は、燃料費高騰の影響を受けて

いる一般貨物自動車運送事業者を支援するため、事業用自動車１台当たり５４,０００円、

被けん引車 1 台当たり２２,０００円の支援金を交付するものです。 

次のべつかい割補助事業２,４７０万円の増は、現在も実施しているべつかい割補助事

業が好調なことから、追加で補正するものです。なお、地方創生臨時交付金が財源となっ

ていますが、今回の事業については、物価高騰への対応のための臨時交付金として交付さ

れるため、これまでの新型コロナウイルス感染症対策とは別に、予算計上しております。 

５ページをお開きください。 

一番下段になります。 

今回の一般会計の事業費補正額は、２０億８,４７０万円の増となります。 

以上で、議案第１号一般会計補正予算（第９号）の内容説明を終わります。 

○議長（西原 浩君） 議案第１号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

○１１番（今西和雄君） はい。 

○議長（西原 浩君） １１番今西議員。 
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○１１番（今西和雄君） 別海高等学校教育支援事業の中で、いろいろ現況を鑑みての補

正予算かと思います。 

そういう意味で、状況によっては、この予算では十分賄われない状況もあるような、そ

ういう状況にもなるかと思います。 

そういう意味においては、この補正予算、さらに、この別海高等学校支援事業、さらに、

今後の予算の中で考えていくっていう、そういう考え方があるのかどうかお聞きします。 

○議長（西原 浩君） 町長。 

○町長（曽根興三君） 考え方ということですので、私の方から答弁いたします。 

前回２１世紀枠で出た遠軽高校の遠軽町長から私の所に電話が来まして、先輩後輩の関

係だったもんですから、先輩おめでとうございますという電話でした。 

私は、いろいろそこで話して、遠軽高校が甲子園行った時にどのぐらいかかっただろ

うっていう話を聞いたんですけれども、約１億近くかかったという話でした。 

遠軽高校は伝統もありまして、寄附も結構大きかったらしいんですけれども、うちの学

校の場合は、卒業生の数も限られておりますし、今、今西議員がおっしゃられたように、

うちの支援だけでは寄附金が幾らぐらいかっていうのはまだわかりませんので、そこらを

考えて、３月に実際に行く時に足りない場合には、やはり、上乗せもしていかなきゃなら

んと。 

子どもたちにそのお金の心配はさせないように、力いっぱい精いっぱい甲子園で活動で

きる、そういう支援をしていきたいと考えておりますので、その時には、また議会に諮り

まして、寄附の状況、それから高校が考えている遠征の状況、そういう動向を懸念して、

しっかりまた議会に報告したいと考えております。 

増加しなきゃならん場合には、その旨提案しますので、御理解よろしくお願いします。 

○議長（西原 浩君） 今西議員、この事業内容を確認した上で、もう１回確認したほう

がいいとおもうんですけども。 

合わせて５,０００万ですね、どの程度の人数ですとか、積算根拠があると思うので、

内容説明を確認したほうがいいと思うんですが、今西議員どうですか。 

○１１番（今西和雄君） お願いします。 

○議長（西原 浩君） はい。 

事業内容の説明をお願いいたします。 

○総務部次長（寺尾真太郎君） 議長。 

○議長（西原 浩君） 総務部次長。 

○総務部次長（寺尾真太郎君） それでは、私のほうから事業の補正予算で４,５００万

円とさせていただいた内訳についてですね、ちょっと経過も含めながら、ちょっと丁寧に

説明させていただきたいと思います。 

昨年１２月にですね、２１世紀枠の推薦校９校のうちの１校に選出された段階でです

ね、高校及び父母の会はですね、甲子園出場を想定した概算経費の準備のほうも併せて進

めておりまして、先ほどの承認いただきましたチーム力事前強化事業に対する支援の要請

があった時にですね、併せてその概算経費はこのぐらいかかりそうだということで提示の

ほうを受けていたところです。 

高校野球部として実施したい事業を含めて正式な計画はですね、本日にも立ち上がる後

援会のほうで具体的に決定されていくことになろうかなと思いますけれども、町といたし

ましては、事前に提示を受けておりました概算経費、これをですね、大きく二つに分けて
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整理しております。 

１点目は、甲子園出場前の２回の道外遠征、こちらに係る概算経費で約２,０００万

円。 

２点目はですね、甲子園実際に出場に係る用具の整備ですとか、選手団、１・２年生な

どによるですね、生徒の応援団の旅費及び滞在に係る解散対象経費で約５,０００万円が

見込まれております。 

このうちですね、１点目の道外遠征経費につきましては、甲子園大会まで雪が解けずに

実践的な練習ができない土地柄から、必要な計画だろうと判断いたしまして、２,０００

万円を限度額といたしますけれども、こちらについては、町が全面的に補助したいとして

整理しております。 

２点目の甲子園派遣に係る経費５,０００万円についてですが、後援会として寄附を募

ると伺っております。 

寄附を募る趣旨を鑑みますと、甲子園経費の派遣の経費に充てられるべきものというこ

ともありますので、この５,０００万円につきましては、一旦２分の１の補助、こちらを

基本といたしまして、２,５００万円の限度額として、予算の方を計上させていただきま

した。 

先ほど、１点目のチーム力の本格強化事業で２,０００万円、そして甲子園派遣分で２,

５００万円といたしまして、総額４,５００万円として補正予算を計上させていただいた

ところです。 

以上です。 

○１１番（今西和雄君） はい。 

○議長（西原 浩君） １１番今西議員。 

○１１番（今西和雄君） やりとりが前後して、今後の状況の変化ということで、先ほど

町長が言われたようなことで対応していくよって確認いたしましたので、よろしくお願い

します。 

○議長（西原 浩君） その他御質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） ないようですので、質疑を終わります。 

 これから討論に入ります。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） これで討論を終わります。 

これから採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

 

 

────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第２号 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 議案第２号別海町手数料条例の一部を改正する条例の
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制定についてを議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 総合政策課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

 議案第２号別海町手数料条例の一部を改正する条例の制定について内容説明いたしま

す。 

 議案書は２ページになります。 

本条例の改正は、地方公共団体の手数料の標準に関する政令の改正に伴い、戸籍、除籍

電子証明書提供用識別符号の発行や戸籍謄本等の広域交付、電子化された届書等の内容証

明書の交付、閲覧に係る規定の追加などに伴い、手数料を定める必要があるため、条例の

一部を改正するものです。 

議案本文の朗読は、省略させていただき、別冊の議案資料で御説明いたします。 

議案資料の１ページをお開きください。 

条例の一部を改正する条例の新旧対照表で、右側が改正前、左側が改正後です。 

また、資料は、５ページまでとなります。 

初めに、別表中改正後の「７の項」、下線部分になりますが、「戸籍の謄本若しくは抄

本の交付又は戸籍証明書の交付（本町が本籍地以外の場合を含む。）」に改め、その次

の、改正後「８の項」、「戸籍電子証明書提供用識別符号の発行（電子情報処理組織を使

用する方法で請求、発行を行う場合（総務省令で定めるものに限る。）及び同一事項の戸

籍の謄本若しくは抄本又は戸籍証明書と同時に請求する場合を除く。）一件につき４００

円」を、新たな項として加えます。 

２ページにお進みください。 

改正前「８の項」を、改正後「９の項」に繰り下げ、改正後の下線部分になりますが、

「除かれた戸籍の謄本若しくは抄本の交付又は除籍証明書の交付（本町が本籍地以外の場

合を含む。）１通につき７５０円」に改め、その次の、改正後「１０の項」、「除籍電子

証明書提供用識別符号の発行（電子情報処理組織を使用する方法で請求、発行を行う場合

（総務省令で定めるものに限る。）及び同一事項の除籍の謄本若しくは抄本又は除籍証明

書と同時に請求する場合を除く。）１件につき７００円」を、新たな項として加え、改正

前「９の項」を、改正後「１１の項」に繰り下げ、改正前「１０の項」を削り、改正前

「１１の項」を、改正後「１２の項」に繰り下げます。 

３ページをお開き下さい。 

改正前「１２の項」を、改正後「１３の項」に繰り下げ、改正後の下線部分になります

が、「届出若しくは申請の受理の証明書、戸籍法（昭和２２年法律第２２４号）第４８条

第２項（同法第１１７条において準用する場合を含む。）若しくは同法第１２６条の規定

に基づく届書その他市町村長の受理した書類に記載した事項の証明書又は電子化された届

書等情報の内容の証明書の交付」に改め、改正前「１３の項」を、改正後「１４の項」に

繰り下げ、改正前「１４の項」を、改正後「１５の項」に繰り下げ、改正後の下線部分に

なりますが、「戸籍法第４８条第２項（同法第１１７条において準用する場合を含む。）

の書類の閲覧又は電子化された届書等情報の内容を表示したものの閲覧１件につき３５０

円」に改めるほか、以下、１項ずつ繰り下げるものです。 

５ページをお開きください。 
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附則として、「この条例は、令和６年３月１日から施行する。」とするものです。 

以上で、議案２号の内容説明を終わります。  

○議長（西原 浩君） 議案第２号の内容説明が終わりましたので、本件の質疑を行いま

す。 

質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 質疑を終わります。 

 これから討論に入ります。 

討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） これで討論を終わります。 

これから採決いたします。 

本件は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（西原 浩君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号は、原案のとおり承認されました。 

────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第１号 

○議長（西原 浩君） 日程第６ 報告第１号専決処分の報告について、中西別上風連線

改良舗装工事を議題といたします。 

 内容について説明を求めます。 

 なお、本件は、報告のみであります。 

○財政課長（ 川具哉君） はい、議長。 

○議長（西原 浩君） 財政課長。 

○財政課長（ 川具哉君） はい。 

報告第１号の内容説明をいたします。 

議案の９ページをお開きください。 

報告第１号専決処分の報告について。 

本件は、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された工

事請負契約に変更の必要性が生じ、次のとおり専決処分したので、同条第２項の規定によ

り報告するものです。 

専決処分書を朗読いたします。 

専決処分書。 

地方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。 

令和５年１２月１８日。 

別海町長、曽根興三。 

工事請負契約の一部変更について。 

令和４年１２月１６日議案第８８号により議決を経て締結、令和５年１２月１日に専決

処分した、中西別上風連線改良舗装工事請負契約の一部を次のように変更する。 

契約金額「２億７,１９４万２,０００円（内消費税及び地方消費税額２,４７２万  

２,０００円）」を「２億７,６８５万９,０００円（内消費税及び地方消費税額２,５１６

万９,０００円）」に改める。 
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変更の内容につきましては、本契約において、工事材料等の価格に著しい変動が生じた

場合に、契約金額の変更協議を請求できるよう定めており、舗装資材の高騰に伴い、請負

業者から額の変更請求があったため、協議の上４９１万７,０００円の増額となったもの

です。 

以上で、報告第１号の内容説明を終わります。 

────────────────────────────────── 

◎閉会宣言 

○議長（西原 浩君） これで、本日の日程は、全て終了しました。 

会議を閉じます。 

令和６年第１回別海町議会臨時会を閉会します。 

閉会 午前１０時４５分 

────────────────────────────────── 

◎町長挨拶 

○議長（西原 浩君） 町長挨拶。 

○町長（曽根興三君） 本臨時会に提案しました全ての案件を速やかに御決定を賜りまし

て、誠にありがとうございます。 

 閉会に当たりまして、２点御報告申し上げます。 

 まず１点目は、町立別海病院の中島外科医長と越智内科医長の２人が退職されるという

ことについてでございます。 

１月９日に、中島外科医長及び越智内科医長より、いずれも一身上の都合という理由

で、３月３１日をもって退職したいとする願いが提出されました。 

中島医長は平成２５年８月に着任し前任期間も併せて長きにわたりまして、外来診療の

ほか外科手術、救急対応等、町民の医療福祉に御尽力されてこられました。 

また、越智医長は令和２年４月に着任され、内科外来診療のほか、病棟管理、電子カル

テの導入等、町民の医療福祉に御尽力されました。 

お二人は、昨年末に退職について意思表明され、遺留に努めてまいりましたが、この

度、退職願いが提出されたところでございます。 

これを受け、後任の医師確保に向けて、札幌医科大学に常勤医師の派遣についてお願い

をしますとともに、院長はじめ常勤医師と関係の深い医療関係者の方々に対しまして、別

海病院で勤務可能な医師について、紹介くださるよう依頼しているところでございます。 

また、医師確保支援機関であります、これまでに勤務医の紹介を受けた実績のあります

社団法人全国自治体病院協議会、これや民間の医師斡旋業者を活用しての募集も現在行っ

ております。 

 今後においても、全力を挙げて医師の確保に努めてまいりますので、御理解をお願い申

し上げます。 

 ２点目は、１月１日、議長も冒頭に触れましたけれども、発生しました能登半島の地震

におけます被災地への支援についてでございます。 

まず、この度の能登半島地震により犠牲となられた方々に深く哀悼の意を表しますとと

もに、被災された皆様をはじめ、御家族、関係者の皆様方に心よりお見舞い申し上げま

す。 

また、被災者の救済とそれから被災地の復興支援のために御尽力されている多くの方々

にも深く敬意を表します。 
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本町は、ふるさと納税を通じて、被災地域からもこれまで多額の御寄附をいただいてい

るところであり、本町としての災害支援のあり方について、現在、検討を進めているとこ

ろでございます。 

今後、方針が決まりましたら議会にも御報告をしたいと考えておりますので、御理解を

よろしくお願いします。 

 以上、申し上げまして、閉会に当たっての御挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

〇議長（西原 浩君） 以上で、終わります。 

皆さん、大変御苦労さまでした。 
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